
テーマ：半解離性を発揮するホスフィン配位子の合成と応用 

 

有機合成の進展に伴い、均一系触媒研究の焦点は金属の選択から配位子の

設計へと移行した。特に、パラジウム触媒による Suzuki–Miyaura および

Buchwald–Hartwig カップリングの発見以降、多様なホスフィン配位子が開

発されてきた。半解離性配位子は、金属中心に対して一部の強い配位結合を

維持しつつ、他の弱い配位部分が可逆的に解離・再配位する性質を有する。

本研究では、この半解離性を起点として金属触媒が機能を連鎖的に発揮させ

る新規配位子の創出と、その簡便な合成法の開発を目的とする。 

 

 


